
　超音波エラストグラフィにより測定されるパラメー
タ：① shear wave speed，② dispersion slopeの有用
性を，急性肝障害ないし肝線維化モデルラットを用
い評価した．計 25匹の雄性ラット（Sprague Dawley 
rat）を無作為に以下の 5群に群別した：G0（コン
トロール）；G1（四塩化炭素を 1週間，計 2回腹腔
内投与）；G2（四塩化炭素を 1週間，計 4回腹腔内
投与）；G3（四塩化炭素を 6週間，週 2回腹腔内投
与）；G4（四塩化炭素 10週間，週 2回腹腔内投与）．
G1および G2を急性肝障害モデル，G3および G4
を肝線維化モデルとした．ラットは全身麻酔下に開
腹し肝臓を露出させ，直接肝臓をスキャンした．使
用した超音波診断装置はキヤノン社製 Aplio i800で
あり，以下の 2つの超音波パレメータ：① shear 

wave speed （m/s），② dispersion slope （［m/s］/ kHz）
をそれぞれ計 5回ずつ計測した．スキャン後にラッ
トを安楽死させ，肝臓を摘出し病理学的解析に供し
た．病理学的評価として以下の病理パラメータを用
いた：①炎症，②肝細胞壊死，③線維化．これらの
パラメータに対し，1名の病理専門医がその程度に
おいて 5段階に評定した．重回帰分析による超音波
パラメータと病理パラメータの検討では，線維化ス
テージは shear wave speedと有意に相関しており
（p < 0. 05），肝細胞壊死は dispersion slopeと有意に
相関していた（p < 0. 05）．以上より，dispersion 
slopeは shear wave speedとは異なる特性を有して
おり，肝臓の壊死・炎症の評価に有用であると考え
られた．
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